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ゴマに関する研究

IV. Sesamum angolense (n = 16) x S.latifolium (n = 16)より得られた F1植物にづいて

中村 弘 ・佐藤 孝

Etude et Amelioration des Sesames 

iV. Sur un hybrid issu du croisement entre S. angolense (n=16) x S.la!;約lium(n=16) 

Hiroshi NAKAMURA et Takashi SA杓

ゴマ属縞物には約30種の野生種が存在しているが，こ

のうち染色体数の確認されたものは，栽培種である

Sesamum indicum L. (20=26，盛永，野原)の他，

S. angolense (20 = 32，中村， KEDARNATH)， S. caten_ 

se (20=26，中村)， S. schenkii (20=26， 中村)，

S. latlfoliul叫 (20=32，中村)， S.lacilliatum(2n=32， 

RAMANUJAN)， S.戸rostratum (2n=32， RAMANUJAN)， 

S. radiatum (2n =64， JOHN)，及び S.occidentalis (20 

=64， RAMANATHAN)の8種にすぎず， DARLINGTON(1945) 

によれば8及び13を援本数とすると報じている.前報に

おいては S.angolenseを構成する 2組のグノムが

S. radiatumに存在する事を報じたが，本実験において

は閉じ四倍種聞の交雑を行い，両種を梼成するグノムの

相間性の有無をしらぺた!l[Jち，得られた F1の形態を調

査すると共に花粉母細胞の成熟分裂第1中期における染

色体の接合状態を観察し，二三の知見を得たのでここに

その概要を報令する.

材料と方法

供試された極は，前報で花粉親として交雑に用いた

Sesamum angolense WELW. 及びクガンダ地方に野生

する S.latifoliumGILLETTで，染色体数は共!C2n=32 

である.前者は形態学的に第I鮮に属する種であるが，

後者はその諸形賓が前者と全く異り，第E群に分類され

る覆である.とれらの交雑によって得られた F1植物の

緒形質を両親のそれと比較すると共に，根端細胞におい

て体細胞染色体数を，又花粉母細胞の成熟分裂第1中期

における染色体の接合状態を観察した.その他実験方法

は前報と同織である.滋，図の倍率は，体細胞染色体は

x 2500，花粉母細胞に対しては x1000である.

結 果

1・交雑 1956年 S.angolenseの15花に S.latifolium 
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第 1表 F1の花粉母細胞の成熟分裂第1中期におけ
る染色体の接合状態

TABL. 1. Configurations metaphasiques da 四sles 
cellules-m色red巴 pゅllenchez le Fl 

染色体の援会型 l 細胞数 I 
Configurations I Nombre de cellule I 
chromosomiques I -meres du pollen 

% 

321 14 281 .7 
lU + 301 35 .7 
2rr + 281 42 26.1 
3rr + 261 22 13.7 
4u + 241 12 7.5 
5 [l + 221 7 4.4 
6日+201 2 1.2 

1羽 +0i/ +29I 4 
11 + 1 n + 271 8 5. 
1 +2rr+251 9 5・ 16.8
1 +3U+231 4 2. 
1 + 4rr 十 211 1 O. 
1 + 5可+19 T 1 0;6.} 

計回Tota! 161 
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第2図 引の花粉母細胞の成熟分裂第1中期における染色体の接合状態
TABL. 2. Agissement chromosomique de la premi色remetaphase meiotique 

dans une cellul巴-meredu pollen de F 1 

植 物 接合状態 Associatien
Nombre de bivalents I Nombre de cellule-m色res

Plante Item 
I E E calcules I du pollen observees 

recherche 

h(2n=32) I |RMaondg e 
19-32 0-6 。-1 0-6 
28 2 。 2 

161 
Moyen 27.44 1.83 0.17 2.20 

第3表 Flにおける 1価染色体の分布頒度
TABL. 3. Distribution des univalents a la premi色reanaphase meiotique dans une 
ceIlule-m色redu pollen de F 1 

植物
Plante 

計
Total 

分布 Distribution
8/24 9/23 10/22 11/21 12/20 13/19 14/18 15/17 16/16 

Fl (2n=32) 1 2 5 41 2 1 6 4 7 13 

第4表 Flの花粉母細胞成熟分裂第1後期における遅滞染色体数
TABL. 4. Nombre de Chromosomes tardifs a Ia premi色reanaphase meiotique 
dans une cellule-m色I百 dupollen de F 1 

遅滞染色体数 l 
Nombre de chromosomes I 0 1 2 3 4 
tardifis 

観察細胞数 l 
Nombre de ceIlule-m色resI 33 4 4 1 1 
du pollen 

の花粉を配して8個の着務を得た.萌内には正常に発育

した種子を多数持っており，これら黒色にまで発育した

種子は1務当り 26.75個算えられたが，内容は殆んど空

虚らしく，旦つ種皮が厚いので内部の充実度をしらべる

事は出来なかった.翌春全種子を播種して23個体の雑種

植物を得た.これは全llE珠数に対して3.6メの雑種生成率

となる.

2. 核学的観察 S. angolense x S.latifoliumの雑種

F1の根端細胞において 2n=32の染色体数を算え(第1

図).両親の半数染色体数の和に一致した.Flでは両親

に夫々存在している 2組の附随体をもった染色体が計4

本存在しているのを観察した.

F1の花粉母細胞の成熟分裂第1中期における染色体

の接合型とその頗度を示すと第1表の如くになる.即

ち，全観察細胞数の91.3;%'に2価もしくは3価染色体が

存在し.32個の 1価染色体よりなる接合型は僅か 8，7メ

しか見出されない.接合型のモードは2rr+281で全花粉

母細胞数の26.1)'ムその他lrr+30，.3日+2崎Iがこれ

に次ぐ 観察された2価又は3価染色体は末端で弛く接

合しており，両端で強く接合した2価染色体は緩めて稀

にしか認められなかった. 3価染色体の出現煩度は16目8

%で，これを1個の2価染色体に換算した場合の 1細胞

当りの2価染色体の対合量をしらべると第2表に示され

る如く 2.20で，やはり 2rr+28，.lm+lrr+27，な

5 6 7 I TEal | 型t乱口幻JI2町E
o 1 I 44 Iμ7 I 0 I 
。。。
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第2図 F1の成熟分裂における染色体の媛合状惣.

品



XII， 1958 農

FIO. 2. Configurations chromosomiques dans ...... 
les cellule-m吾resdu pollen chez le F 1 ・ ' ~i

1. premiere metaphase 2 n + 28 1 

2. 11 4n+24. 

3. 11 lm+3n+23r 
4. deuxieme metaphase 

5. tripoles a la deuxieme metaphase 
6. Formation du multi-cellules au temps de 
tetrad 

点"4
寸 4 編

る接合裂に見られた.第l分裂中期に赤道板に配列され

た 1価染色体は後期に縦裂する事なく両極へ任意、に配分

される.この両極への分布頻度は第3表に示される如

く， 8:24から 16:16まで殆んどアトランダムに分配さ

れる様であるが，そのうち 15:17に分配されるのが最も

多かった.猶， 12:20の配分以下においては往々3極を

形成し，そのまま四分子期において3分子となるものが

見受けられた.後期における遅滞染色体数は第4表に示

される如く， 0-7，平均 0.59で比較的少なく ，染色体橋

は見受けられなかった.四分子期には小核を多数有する

四分子或いは2-6分子等の多分子の形成が数多く認めら

れた(第2図〉

3. Fl植物の生育と諸形質 発芽時の Fl版物の形質

は両籾種の中間で，子栄は angolenseよりやや大きく，

毛耳が密生している.且つ子決及び第 1，2本来の葉柄

は lalifoliumtc似て赤紫色を単している.生育が進む

につれて i~質はやや angolcnsc に似，丸、j払茶色は殆

んど angolenscと同様である.

更に生育が進むと全く両親稔の中間的な形質を及びて

第5表 Flとそ の両親樟の形質の比較

1 ~ ι 

第3図 Fl並びにその両親植物.

Fr日.3. Pied de F1 et de parents. 

1. S.angolense 2. Fl(2n=32) 3. S.latifolium. 

3 

TABL. 5. Comparaison de quelques caract色resde Fl et de parents 

第4図 Flとその両親種の花筒内壁に見出される模様.

Fro. 4. Facsimiles de la corolle interieure 

de Fl et de parents. 

1. S. angolense 2. F 1 3. S. latifolium 

(partie noire: rouge violace， ligne oblique: jaune， 

Iigne pointillee: ligne de rouge violace.) 

植 物T寸 三一三一|一五;s'{数 |主幹中央25TZZ葉の夫きさ"葉柄の長さ酵の大3ふお×
! 2n ! Hauteur de ! Nombre de ! Dimension de feuille vers !Longueur de!de corolle， 

Phntes I ti阿川 Ibranches I己主127rdfta:32r(cm) [petiole (州「叫 ug;EJLM叫
S. angolense! 32 

S. latifolium! 32 

お

川

明

m出

1
l
k

。，-の
4

内

'
n，・
Q
d

--A 

Fl 32 

12.5 x 3.9 

17.5 x 18.1 

14.0 x 6.0 

1.3 

18.5 

6.4 

4.6 x 2.6 

4.5 x 2.2 

4.9 x 3.1 

C蜜ou腺leの色 D花ia粉mの色t直re後
花粉の総↑生 1個体当りの花数 1個体当りの頭数 分校の状態 棄の形

eur de Fertilite de Nombre de fleurs Nombre de capsules Forme de glande ~écré- des grains de Branchement 
toire pollen (μ) pollen (メ〉 d'une Plante d・uneplante feuille 

】aune 73.8 97.1 233 189 ramifier en bas lanceolee 

orange 77.8 98.5 241 205 brancher de ovale ibas en hauf 

orange 79.5 3.4 344 。 fI lanceolee 
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花冠の特長 赤ダニによる加害

Redstance nuiEibl巴
Characteristique d巴 coroll巴 par Tetranyclzus 

deux marques jaunes vlgoureUEe 

ldrioegtunIEx E巴ss mrv0ai1ro1qEluEEECs S 6 violacdes、
faible 

jaunes et lignes faibl巴
巴S

くる草長は約2mに及び，分校は a~伊lenseの主幹基部
に多いのに反し latifoliu;nと同様に上部lこまで及ぶ(第

3図).花冠の形状は両親程の中間で，下層部には latlf-

olilan'特有の赤紫色の線条， 内壁には angolense特有

の2つの黄色認がみとめられた(第4図)，狛，蛍腺の色

は angolenseの黄色に反し，latifoliumと同じく澄色

であった; FlのTt渦は殆んどが内容空虚で，ために花
粉稔性は極めて主主く3.4ン£で，開花後数日にして落花朔は

得られなかった，)首，戻し交維を試みたが，次代種子は全

くifJられなかった.これら Fl及び両*li程の諸特性は第

5表に示される.

嗣 義

Sesamum latifoliu11l GILLETTはアフリカのワjJ~ノダ

地方に野生する穏で，著者等によって2n=32，nod6と

確認された.これと .5.angolenseとの交維によって得

られ向E'tについての研究は著者等をもァって最初とされ
るだろう'，'この程は先にかかげた形態学的な分類により

第I群に隠せしめる 5.angolensc とは全く~り，第 E

~fに分類される種である.しかし種子の形質に関する

“Compr佼 Eed九九cut巴 margin"並びに吋ov巴olate竹は

S. angolenscに幾分似ている.そこでこの両種の染色体

問の相同性の有無をしらべるために交維が試みられた.

実験結果によれば，交雑率は前報の 5.radiatum x 5.an-

golenseの場合に比し稲高く，会伍f:lz数に対して 3.6γ4

のtlE程生成率を示したが，その成熟分裂第1中J切におけ

る染色体のm合状態を観察すると， 1細胞当り平均2.20
侶の2価決色体を形成するに過ぎず，又その接合潟皮は

0-6個で，大部分弛い末端接合をしており，南端結合を

しているものは極く稀にしか見出されない.しかし，

lrr +301 乃至3rr+ 261の出現頻度は全細胞数の印;.:c:に

比び，321が8.5%であるのを見れば， 5. angolensc及び

ふ laW~lium の染色体中には 1-3偲の或る染色体と部

分交換を起し易い染色体があり，そのために1-3偲の2

価染色体が.比較的多く生ずるのではないかと考えられ

る.しかし又，両種の構成グノムの染色体の肉親技合に

ょっ，て生じたものであるかも知れず，猶一層の研究が必

要とされよう.この様に 5.angolcllseと S.latifoliuUI 

156 

コ'マ王室点病に対する抵抗性:ゴマ黒枯病に対する抵抗性

ReEIstanc巴 nuiEibl巴 par Resistance nuisibl巴 par

Cerccspora sesami ZIMM. Bacillus sCSaJηi SAW. 

vlgOl1reU[巴 vlgoureuse 

faibl巴 int巴rrriediair巴

faibl巴 iaible 

間には相同グノムの存在は一応、無いものと推定されよ

う.そして前報において報告した如く， 5. angolcnseと

5. latijIJliumとは形態学的には全〈呉ったものである

と共に，細胞学的にも夫々第1， 11群に分類するのが妥

当と考えられる.

摘 要

5. a11go1cnse及び 5.latifoliumは外部形態に著しい

差があり，夫々第u手.第E君?に分類される種である;
本実験においては，これら両種を構成する染色体問の相

向性の有無を知るために交雑を行った.その結果，交配

花数15花のうち 8仰の着WJiを{弘 23個体の F1秘物の発

努に成功した.!l.[Jち 3.6γ正の雑磁生成率となる.その外

部形態はjlf~親の中間で，花冠の内壁には angolense 特

有の2つの黄色斑，下層部には latifolium特有の赤紫色

の線条がみとめられた.Flの根端細胞において2n=32

を~r.え，叉花粉母細胞の第 1 分裂中j切においては1-6個

の2価染色体が出現し，そのモードは2rr+28 1であっ

た.32I は総細胞数の8.5~~t ， 3価染色体の出現は約17;:6'

であった.これらの2価染色体は大部分末端で弛く桜一合

しており，極めて稀にjlfii端技会したものも観察された.

後WJにおける遅滞茶色体数は0-7平均0.6個で，往々 3

極を形成する.四分子WJには2-6分子がみとめられた.
F1の花粉は殆んど内容空虚で，稔性は3メにすぎず，

開花後数日にして全部落9ffi.民し交雑しても種子は得ら

れなかった.この様に，丙種間には一応相同グノムの存

在はないものと考えられ，夫々第Uf，第H'fに分類す

るのが妥当と考えられる.

(栽培学辞盗.I囚33.8.31受理)
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Resume 

Le Sesamum angolense WELW. et le S.latifolium 

GILLETT sont c1asses au premier group巴tau deux-

i色megroup respectivement a cause de la di妊erence

remarkabl巴 descaracteristiques morphologiqu巴s.

En resultat du crois巴ment，1巴 tauxd'hybridation 

va de 3.6/6' pour le nombr巴totald巴 placentas.On a 

observe de 32 chromosomes aux plaques equatoriales 

dans les points vegetativ巴sdes racines en F 1 (23 

plantes). Les caracteres morphologiques de Fl sont 

intermediaire， presentent un hybrid vigueur，巴tla 

presence de deux tache jaune a la base interieure 

de corolle chez le S. angolense et de lignes violacees 

chez le S. latifolium est montre en Fl. L巴 tauxde 

学 編

poll巴nferti1e va d巴3メ pourle nombre total des 

grains d巴 pollenen F 1. donc on n'a pus pas obtenir 

de capsules. 

Ch巴zla premi色r巴 metaqhasemeiotique dans un巴

c巴llul巴・m色redu pollen en Fl， l' association chro-

mosomique donne d巴 1a 6 bivalents relaches (1e 

nombre moyen 2.20)，巴ti1s ont en mode de 2 II + 
28 1 . Le taux d・apparitiond巴 321va de 8.5メ pour

le nombre de cellules obs巴rvees，et le taux d'appari-

tion d巴trivalentva de 17弘 Lenombre d巴chromos-

om巴stardifs dans la premi色reanaphase巴stde 0 a 

7， i1s donnent en moyenne de 0.6. 

On p巴utetre dire qu'i1 n'exist巴 pasde genom 

commun a S. angolense et S. latzjolium. De plus 

au point de vue cytologique， on perm巴tteraque 

l巴 S.angolense et le S. lafifolium se calss巴rau 

pr巴miergroup et au deuxi色m巴 group.

(Laboratoire de la Culture T巴chique

recu le 31， AoO.t， 1958) 
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